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愛知県春日井市

• 人口 約31万人
• 児童生徒数

約24,500人
 （各学年約2,700人）

• 学校数54校
小38校 中16校

• 教職員数 約1,500人
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＜GIGAスクール構想以前からの大きな目標＞
生涯にわたって自ら学び続けられるように

「探究的な学習の過程」を重視

１ｰ１ これまでの経緯

情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

情報の集め方・情報の整理の方法・ディスカッション・まとめの方法等

課題の設定

1人1台端末とクラウド環境の整備完了

各学年･各教科で指導

基本的な操作の指導

探究のプロセス
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【「情報の時間」のカリキュラムの方向性】
・資質・能力の育成を図る
（端末を使うことそのものが目的ではない）

・年間３５時間（１年生は３４時間）
・小１〜中３まで連続した教育課程を作成
・情報の時間と各教科を往還し、何度も活用できる
  ようにする

１ｰ２「情報の時間」検討における課題
今でもさまざまな学習
場面で身に付けること
になっているけれど…

バラバラでわかりにくい
系統性が見えにくい

５年生 社会科
各教科で教え直したり
先生の得意不得意に左
右されやすかったり…
無駄が多かった

５年生 国語科
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１ｰ３ 研究開発学校 研究構造図

情報の時間

生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる児童・生徒の育成

学習の基盤となる資質・能力

教 科 横 断 的 な 視 点 体 系 的・系 統 的 な 育 成 指 導 体 制 の 確 立

情 報 活 用 能 力 の 育 成

情報手段の基本的な操作等

クラウド環境下での
一人一台端末フル活用

言

語

能

力

問
題
発
見
・
解
決
能
力

補充・深化・統合

各教科等の学習や学校生活のあらゆる問題解決的な場面で発揮
（これからの時代に向けて育成を目指す資質・能力）

情報社会に参画する態度（情報モラル等）

情報手段の基本的な操作等

課題の
設定

情報の
収集

整理・
分析

まとめ 発表
情報
科学

プログ
ラミング

問題解決の基礎 情報の技術
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2 カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
持続可能な取り組みにするためには、これまでの取組において各教科に共通し
ていることを系統立てて整理し、まとまった時間を設けて指導することが必要と
考え、研究開発学校の指定を受け、「情報の時間」カリキュラムを作成

探究

操作 課題 収集 データ分析 思考
まとめて表現 視
覚/聴覚

まとめて表現 こ
とば

チャット入力発信
受信 定義づける 写真の見方 読む 比較

大事な情報を目
立たせる ～だから（理由）

カレンダー予定
入力・確認 目的の明確化 地図の見方 構成要素 比較する 多面的多角的

色使い（色彩感
覚） ～のため（目的）

フォームの作成 問い 音の聞き方 構成要素 入力する 抽象化
音（効果音・ＢＧ
Ｍ） 結論から話す

文字入力 ＫＪ法 動画の見方 構成要素 グラフ化する 具体化
コピー（文字の
意） ～の面でいうと

式の挿入 直感的問い 統計資料の見方
グラフの種類 軸
（縦・横）

目的からぶれな
い 事実と意見 形（丸み、かど）

～の立場でいう
と

画像の挿入 文章読解

音声化 まとまり ト
ピックセンテンス 資
料とつなぐ 平均化する 原因と結果 映像 つまり

問題を発見する 話の聞き方 ペーシング 質問 並べ替える 言い換え 例えば

動画の撮影操作

教師の発問が問
いのモデル ヒ
ドゥン

webサイトの見
方 ツリー 散らばり 構造化 第１に

動画の編集操作 ブレスト ログの収集 偏り ifの思考
みんなを見て話
す

コピー 議論から浮かぶ アンケート トップ 要約 つまり
うなずきながら聞
く

ペースト 探究中に浮かぶ 検索ワード ボトム マインドマップ 定義づける
目的の情報にた
どり着く わくわく 英語 傾斜 軸のセット 出典

①これまでの指導の取組を調査し、その内容を整理
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2 カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
②重複をなくし、無駄なく学ぶために、学ぶ順序や時期、回数などに気をつけて整理し、学

年を上がるにつれて順に深まっていくように系統性を意識し作成

※

分類 項目 低学年 中学年 高学年 中学校

情
報
手
段
の
基
本
的
な
操
作
等

入
力

様々な手段(手書き入力等)で入
力をする

正確にローマ字入力をする 速く正確にローマ字入力をする
必要な入力操作を身体的に行う
ことができる

ア
プ
リ

オンラインツールを体験する 主要アプリケーションを活用する
主要アプリケーションを効果的に
活用する
連絡・情報共有アプリを活用する

オンラインツールを目的に合わせ
て自由自在に活用する

共
同
編
集

共同編集を体験する
共同編集で作品をつくる
データを共有する
（classroom以外）

コメント機能を効果的に使い作
品をつくる方法を選択してデータ
を共有する（権限設定）

共同編集の仕組みを理解し、互
いに学習の過程を参照しながら
学習を進める

基
礎
操
作

起動やログイン等基礎的な操作
をする（タッチパッド操作、タッチ
操作、カメラ）

設定やアクセシビリティを理解す
る
（明るさ、ショートカット、スクショ）

設定を工夫して活用する
（２画面・タブの整理）
動画や画像の編集

自身の特性に合った設定をして
活用する

問
題
解
決
の
基
礎
等

課
題
の
設
定

教師が提示した複数の課題から
自分の課題を選択する

教師が提示した大きな課題をも
とに自分の課題を設定する

＜中核となる方法＞
・予想の検討

疑問や興味・関心に基づいて、自
ら課題を設定する

＜中核となる方法＞
・課題の共有

事物・事象、日常の中から問題を
見出し、解決可能な課題を設定
する
＜中核となる方法＞
・KJ法、ブレーンストーミング法
・仮説の設定

情
報
の
収
集

教師が与えた資料から情報を収
集する

教師が示した複数の方法から選
択して情報を収集する

目的を踏まえ、方法を選択したり
組み合わせたりして情報を収集
する

目的を踏まえ、情報収集の計画
を立てた上で複数のメディアから
情報を収集する

伝えるために必要な事柄を集め
る

目的に合った情報を収集する
情報の信頼性や妥当性を吟味し、
適切に情報を収集する

より効果的・効率的に情報収集
をする

※系統表の抜粋。全体では情報手段の基本的な操作等、問題解決の基礎等（課題設定、情報収集、
整理・分析、まとめ、発表） 、情報社会に参画する態度、情報技術について整理している。 6



月 週

情報社会に参
画する態度
（情報モラル
等）

情報手段
の基本的
な操作

問題解決
の基礎等

情報の
技術

単元名・活動

1

引用・出典・
著作権

動画の視聴 課題の設定
情報の収集

動画共有
サイト

2
情報の収集
整理・分析

3 描画 まとめ

4
アンケート・
スクリーン
ショット

まとめ

5 整理・分析

6 著作権・
炎上

説明・発表

7

振り返り

5月

小学6年 情報の時間

4月

１「ピクトグラムを活用して、校内の施設について１
年生に伝えよう」
目：目的や意図に合わせて、校内の施設についてわ
かりやすく伝えることができる
①課題を知り、ピクトグラムについての動画を見る。
②紹介する特別教室を決め、特徴を書き出す。
③～⑥特徴や思いを踏まえて、ピクトグラムを作成す
る。
⑦実際に小学１年生に見てもらい、アンケートを実施
する。
⑧著作権を意識して、他者のピクトグラムを紹介する
活動を行う。
⑨「炎上」してしまう恐れがあるような、他者の作品
の紹介の仕方を考える。（盗用・著作権的な意味
で）
⑩本単元の振り返りをする。
＠（授業実践レポート）

2 カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
③ 個別の情報技術を活用するスキルを一つ一つ教えて終わるのではなく、活用・実践するこ

とまでを含めた授業が行われるよう単元を構成し配列
また、単元を通して解決する課題を設定し、児童生徒が問題解決的な学習を経験すること

を意図して編成

育成する情報活用能力 活動内容 7


小学６年

		小学6年				情報の時間

		月		週		情報社会に参画する態度（情報モラル等）		情報手段の基本的な操作		問題解決の基礎等		備考		情報の
技術		単元名・活動		繰り返し経験させること		教材・スライド		備考		やったこと

		4月		1		引用・出典・著作権		動画の視聴		課題の設定
情報の収集		目的「5W1H」
メディア特性
ピクトグラム		動画共有
サイト		１「ピクトグラムを活用して、校内の施設について１年生に伝えよう」
目：目的や意図に合わせて、校内の施設についてわかりやすく伝えることができる
①課題を知り、ピクトグラムについての動画を見る。
②紹介する特別教室を決め、特徴を書き出す。
③～⑥特徴や思いを踏まえて、ピクトグラムを作成する。
⑦実際に小学１年生に見てもらい、アンケートを実施する。
⑧著作権を意識して、他者のピクトグラムを紹介する活動を行う。
⑨「炎上」してしまう恐れがあるような、他者の作品の紹介の仕方を考える。（盗用・著作権的な意味で）
⑩本単元の振り返りをする。
＠（授業実践レポート）		情報モラルの指導：著作権について

情報モラルの指導：炎上について		ピクトグラム　作品		研究開発フォーマット

				2						情報の収集
整理・分析		分類・多面的

				3				描画		まとめ		多面的・多角的

		5月		4				アンケート・
スクリーンショット		まとめ		多面的・多角的

				5						整理・分析		多面的・多角的

				6		著作権・
炎上				説明・発表		概要・内容・要点

				7						振り返り		多面的



		6月		8						課題の設定
情報の収集		目的
5W1H
メディア特性				２「デザインアプリを活用して、保護者会の案内状を作成しよう」
目：案内状というメディアの特性をふまえ、目的や意図に合わせて、案内状を作成することができる
①課題とゴールを知り、案内状について調べる。
②目的や意図に応じた案内状の構成をまとめる。
③グループで案内状に必要な情報を決め、集める。
④グループで案内状を作成する。
⑤案内状を相互評価する。
⑥振り返りの仕方を知り、本単元の学習を振り返る。
＠（授業実践レポート）		情報モラルの指導：著作権について

情報モラルの指導：引用・出典について		野外造形展のお知らせを作ろう➁		研究開発フォーマット

				9				検索
付箋紙アプリ		情報の収集
整理・分析		箇条書き
レイアウト
比較

				10		引用・出典・著作権				整理・分析
まとめ		話題の中心

				11				ドキュメント		説明・発表		見出し・図表・文字サイズ

		7月		12		引用・出典・著作権				相互評価		見出し・図表・文字サイズ

				13						振り返り		学習内容・学習方法

		9月		14				インタビュー		課題設定
学習の計画		自他の経験との比較				３「集めたデータを活用して、自分の生活を整えるマイルールをつくり、分かりやすく伝えよう」
目：実際のデータをもとにした問題解決の手順を説明できる
①課題を知り、自分達の生活を振り返り、学習計画を立てる。
②国の調査等のデータを読み解く。
③ChatGPT等のAIチャットサービスで、日本の子どもたちの学習についての情報を集める。
④データ読み取りの結果や、自分たちの経験との比較を通して、調査項目を決める。
⑤アンケートを作成し、実施する。
⑥アンケート結果の分析を行い、考えを構造化する。
⑦アンケート結果の分析を行い、考えを構造化する。
⑧考えを交流する。
⑨得られた結果からマイルールを説明するスライドを作成する。
⑩マイルールを適用するためのツールの使い方を知る。
⑪マイルールを適用した結果を振り返り、修正する。
⑫本単元の振り返りとして、マイルールを作り、適用し、修正する活動を通した自分の変化をレポートにまとめる。
⑬レポートをAIチャットサービスで修正し、AIサービスとの付き合い方について話し合う。
⑭振り返りを交流する。		情報モラルの指導：著作権について

情報モラルの指導：引用・出典について

情報モラルの指導：個人情報について				研究開発フォーマット

				15		引用・出典・著作権				情報の収集		e-Stat

				16		引用・出典・著作権				情報の収集		AIチャット
データと経験との比較		AIチャット

				17		個人情報		アンケート		情報の収集
整理・分析		送り手の意図

		10月		18				表計算		情報の収集		構造化・比較		ビッグデータ

				19				表計算		整理・分析		関数
代表値

				20						整理・分析

				21						まとめ		焦点化

		11月		22						説明・発表		焦点化・比較

				23				カレンダー・Chat・メモ・ToDo・表計算		情報の収集		目的に応じた手段の選択

				24				カレンダー・Chat・メモ・ToDo・表計算		整理・分析		比較

				25				カレンダー・Chat・メモ・ToDo・表計算		整理・分析
まとめ		計画や記録の共同編集

		12月		26				プレゼンテーション		まとめ		過程と変容		AIチャット

				27						説明・発表
振り返り		過程と変容
比較

		1月		28				MESH		課題の設定
情報の収集		箇条書き		IoT
各種センサー		４「これまでに学んだことを活用して、身の回りの生活をよりよくしよう」
目：相手や目的に応じて、どのような機器を活用して、どのような身の回りの課題を解決したのかを説明することができる
①課題「これからの社会について提案しよう（例）」を知り、プログラミングによる課題解決の事例集から情報を集める。
②事例同士を比較し、特徴をまとめる。
③活用するツールを決め、よりよくしたい身の回りの生活を決める。
④課題解決のためにプログラムを作成する。
※プログラミングツールの持ち帰り
　授業外：家庭で実際に活用する、その動画を撮影
⑤実際に家庭で活用した結果を受けて、プログラムを修正したり、スライドに報告をまとめたりする。
※授業外：家庭で実際に活用する、その動画を撮影
⑥実際に家庭で活用した結果を受けて、プログラムを修正したり、スライドに報告をまとめたりする。
※授業外：家庭で実際に活用する、その動画を撮影
⑦成果をまとめたスライドを作成し、交流する。
⑧本単元での学びを振り返る。

⇩変更

４「プログラミングで身の回りの生活をよりよくしよう」
目：どのような機能で、身の回りの生活のどのような課題を解決するのかを説明することができる。
①MESHの使い方を知り、プログラムの作り方を話し合う。
②プログラムを修正して、効率よく明かりをつけるプログラムを話し合う。
③MESHでできる『学校生活』で役立ちそうなことを情報収集する。
④課題解決のためにプログラムを作成する。 
⑤課題解決のためにプログラムを作成する。 
⑥学校内でプログラムを実行する（part1）
⑦学校内でプログラムを実行する（part2）
授業外（１週間）：学校内で実際に活用する。その動画を撮影する。 
⑧学校内で実際に活用した結果を受けて、感想や改善点をまとめる。 
⑨スライドを作成し、他者と交流し、本単元での学びを振り返る。		情報モラルの指導：著作権・肖像権について

情報モラルの指導：引用・出典について				研究開発フォーマット

				29		引用・出典・著作権				整理・分析		分類
比較

		2月		30						まとめ		自他の経験との比較

				31						情報の収集
整理・分析
まとめ		順次・分岐・反復
忠実・独創・明快・効率

				32		肖像権		動画の撮影		情報の収集
整理・分析
まとめ		忠実・独創・明快・効率

				33				動画撮影・編集		情報の収集
整理・分析
まとめ		忠実・独創・明快・効率

		3月		34				プレゼンテーション		まとめ
説明・発表
整理・分析		比較

				35						振り返り		学習内容
学習方法



https://drive.google.com/drive/folders/1VhQVDyMZQoITPnJwX4lLKikLBHaa_NKOhttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edithttps://drive.google.com/drive/folders/1XnA6agesCzePiYIseIrZ_TaoOZYsm2sVdwLSYjyMU1Mp96_VUr7WLCN20r8AIgx1936M8VAhhttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edithttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edithttps://docs.google.com/spreadsheets/d/106Xkfn3D_IN6Kq51pKnaWa_56c44kwWRkmklQhis9yI/edit



情報の時間「グラフや表に表そう」では、グラフ自動生成ツールを活用し、児童がデータの整理・可視化を探
究的に学んだ。その学びを算数「表とグラフ」に活かし、作図に苦手意識のある児童もデジタルの活用で負担
が軽減。情報の見せ方や伝え方を工夫する姿が見られ、教科横断的な学びの深まりにつながった。さらに、こ
の学びが情報の時間「学校で安全に生活しよう」での説明スライドのグラフ作成に活かされた。

2 カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」
育成している情報活用能力と各教科の単元との関係

情報の時間

算数

情報の時間（3年生）
「グラフや表に表そう」

情報の時間（3年生）
「学校で安全に生活しよう」

8



2 カリキュラムとして整理･系統立てた「情報の時間」

「情報の時間」における
情報活用能力の育成

総合的な学習の時間

各教科の学習 授業以外の場面

「情報の時間」では、単元を通して解決する課題を設定し、児童生徒が問題解決的な学習を経験する
中で、情報活用能力が育成される。総合的な学習の時間での探究活動では、課題設定、情報収集、
分析、まとめ、発表といった各プロセスで情報活用能力が効果的に活かされる。
各教科の学習はもちろんのこと、授業以外の様々な場面でも、主体的に学んだり、活動したりするため
の基盤になる。

探究的な学習過程の基盤

9



①情報手段の基本的な操作等

②問題解決の基礎（探究のプロセス）

③情報の技術

④情報社会に参画する態度（情報モラル等）

⑤生涯にわたって自ら学びを進めていく児童の育成

3 研究開発学校での取り組み
春日井市立出川小学校

学級数：26学級

児童数：629名

教職員数：49名 令和7年5月1日現在

教育目標
○ 人間性豊かで思いやりのある子（友情）
○ 何事もあきらめず努力する子（根性）
○ 自分で考え行動する子（自律） 10



情報の時間

生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる児童・生徒の育成

学習の基盤となる資質・能力

教 科 横 断 的 な 視 点 体 系 的・系 統 的 な 育 成 指 導 体 制 の 確 立

情 報 活 用 能 力 の 育 成

情報手段の基本的な操作等

クラウド環境下での
一人一台端末フル活用

言

語

能

力

問
題
発
見
・
解
決
能
力

補充・深化・統合

各教科等の学習や学校生活のあらゆる問題解決的な場面で発揮
（これからの時代に向けて育成を目指す資質・能力）

情報社会に参画する態度（情報モラル等）

情報手段の基本的な操作等

課題の
設定

情報の
収集

整理・
分析

まとめ 発表
情報
科学

プログ
ラミング

問題解決の基礎 情報の技術②

①

③

④

⑤

11



情報の時間（1年生）
「タブレットスタート」

カメラ機能の使い方を指導し、伝わる写真
の撮影方法を体験的に学ぶ。
あわせて、写真の保存場所やクラウドの活
用方法についても指導する。

観察対象を大きく、特徴がわかるように撮
影することができていた。
さらに、撮影した写真をスライドに貼り付け、
教師にクラウドで提出するまでできるよう
になった。

生活科（1年生）
「いきものとなかよし」

実際に児童が撮影した写
真を比較して、どの写真が
伝わりやすかを確認

①情報手段の基本的な操作等
情報の時間で育んだ力が、教科の学びに生かされる
【カメラ撮影、クラウドへの保存】

12



従来のホワイトボードでは意見共有に限界があり、特定の児童だけが作業を進める場面も見
られた。情報技術の活用により、一人一人が自らシートを作成し、自分の意見をまとめ、書き始
めからリアルタイムで共有でき、協働的に編集・コメントしながら思考を深めることが可能に
なった。共有できる人数やスピードが向上し、課題を自分ごととして捉えられるようになった。

ホワイトボードで共有 クラウドで共有

クラウドでの共有による活動で、試行錯誤がスムーズに
【ホワイトボードツール】

①情報手段の基本的な操作等

13



学校の中の課題解決をするために活用する
【動画撮影、クラウドのスライドでの共有】

②問題解決の基礎（探究のプロセス）
【課題の設定】

情報の時間（6年生）
「プログラミングで身の回りの生活を良くしよう」

プログラミングで学校の課題解決に取り組んだ。児童は課題の種となる学校での困りごとを
動画で集めてスライドに整理。取り組む課題を検討し、自ら課題を設定した。

14



「学級のみんなで楽しめるレク」の実施に向け、必要な視点を学び、児童がアンケートを設計
し、フォームを作成。その結果を集計して活動を進めた。こうした課題解決の経験を生かし、学
級目標を作る際には、児童自身がアンケートを設計し、得られた結果をもとに話し合いながら
学級目標を決定する姿が見られた。

情報の時間（４年生）
「学級レクを考えよう」

学活（４年生）
「学級目標を作る」

情報の時間で育んだ力が、児童の自治的な学級経営に生かされる
【アンケートフォーム】

②問題解決の基礎（探究のプロセス）
【情報の収集】

15



6月は、集める項目も読み取れる情報量も少なかった児童が、10月には、集める項目の細分
化され、読み取る情報量も増え、学び方に変化がでてきている。「情報の時間」で繰り返し活
用している「問題解決の基礎」や「操作スキル」、「比較・分類・関係付け」の向上が支えとなり、
単元全体にかかる時間も短縮できつつある。

６月 国語（４年生）
「一つの花」

10月 国語（4年生）
「ごんぎつね」

情報の時間で培った操作スキルの向上が支えとなり、単元全体にかかる時間も短縮
【ホワイトボードツール】

②問題解決の基礎（探究のプロセス）
【整理・分析】
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卵の成長をまとめる活動では、自分でまとめた内容を動画で撮影しチャットに投稿すること
で、客観的に自分の表現を振り返えらせた。その後、動画を何度も見直し、内容を修正・改
善する取り組みを繰り返した。
このプロセスを通して、児童は「どのようにまとめると分かりやすいか」「どの順番で伝える
と相手に伝わるか」といった視点を持ち、自ら課題を発見し、試行錯誤しながらより良いま
とめを目指して取り組む姿が見られるようになった。

理科（5年生）
「メダカの誕生」

発表を動画で撮影してチャットで共有し、発表の質を高める
【カメラ】【チャット】

②問題解決の基礎（探究のプロセス）
【まとめ・表現】

17



情報の時間（6年生）「プログラミングで身の回りの生活を良くしよう」

③情報の技術

実際に仕組み（プログラム）を運用した際の動画を
撮影し、改善点をまとめる

曲がり角でぶつからないためのセンサー
＆ライトのプログラム

【設定課題とプログラミングの例】
児童が課題「曲がり角でぶつかる」を自ら設定し、人がぶつからないよう、近づくとセンサー
で感知して、警告音やライトが作動する仕組みを考え、プログラムを作成した。
実際に運用にした動画を撮影。振り返りを行い、成果や改善点をスライドにまとめ、発表した。

プログラミングの活動により、世の中にあるものがプログラムで動いていて生活を便利にして
いること、コンピュータを動かすためには必要な手順があることなどを知る。
そのうえで、情報技術をより上手に、効果的に活用して身の回りの課題の解決等に役立てる
ということを実際に課題を解決することを通して学ぶ。 18



情報の時間（１年生）
「ホワイトボードツールを使って
共同編集をしよう」

共同編集する上で気をつけること、
約束事を確認する

情報の時間（3年生） 「ポップをつくろう」

人を引きつけるためのくふうを悪用
したさぎについて知ろう

1年生では、今後あらゆる教科で求められる協働編集の基礎として、付箋を勝手に動かさ
ない・消さないといったことを確認した。基礎的な態度を早期に体験的に育てることが、今後
の協働的な学びに生かされていく。
3年生では、ポップ作りを通して「人を引き付ける表現」を学ぶと同時に、それが悪用される
例として詐欺や偽広告にも触れ、情報の受け手としての判断力やモラルについて伝えた。児
童は表現と情報モラルを結びつけ、体験的に学んだ。

④情報社会に参画する態度（情報モラル等）

19



④情報社会に参画する態度（情報モラル等）

情報の時間（4年生）
「チャットについて知ろう」

4年生ではチャットを通じて、言葉の伝わり方や記録が残ることへの理解、相手への配慮な
ど、情報モラルの基本を指導している。 20



総合的な学習の時間（６年生）
「日本の歴史に出会い、ふれ合い、

探究しよう」
香港日本人学校の
児童とのオンライン

単元目標

交流通信

修学旅行で得た学びを、香港日本人学校の児童に向けてオンラインで発表した。児童は自分
で課題を設定し、体験をもとに内容を整理して、相手に伝わるよう工夫しながら発表した。問
題解決の過程では情報技術も活用し、主体的に学びを進める姿が見られた。学びを社会に
つなぐ力の育成にもつながっている。

⑤生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる
児童・生徒の育成

21



児童会の代表者
が学校長に提案

児童会では、児童自身が企画した内容について、事前に課題を整理し、解決に向けた方法を
自分たちで実行した。企画に参加したい児童にはアンケート調査を実施し、その結果をもとに
企画内容をブラッシュアップ。最終的には、提案スライドにまとめ、自分たちの企画を学校長に
発表した。この取り組み全体で、主体的に活動を進める姿が見られた。

児童会で企画
立案・検討

提案スライド実施したアンケート
調査

⑤生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる
児童・生徒の育成

22



社会科（６年生） 「縄文のむらから古墳のくにへ」

個別

協働 協働

情報技術の活用により、児童一人一人の興味や進度に応じた学びを支援できる。6年生では、
タブレットで古代国家成立に関する情報を自ら収集・整理し、スライドにまとめ発表した。さらに
意見交換ツールを使い、仲間と協働的に考察を深め、主体的・対話的に学ぶ児童の姿を見る
ことができた。また、教師は行き詰まっている児童へ個別に支援を行った。

必要に応じて支援

同じ課題を設定し
ている児童同士で
情報の収集

自分一人で
情報の収集

⑤生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる
児童・生徒の育成

教師が個別の児童に
情報の収集をサポート

23



小学校３～６年の児童を対象に調査

Q「あなたは、１学期・２学期の「情報の時間」で学んだ結果、どの
ようなことができるようになったと考えていますか」

Q「あなたは、他教科や総合の時間に「情報の時間」で学んだこ
とをどのような場面でどのように使うことができていると考えて
いますか」

中学年：タイピングやスライド作成等の情報手段の基本的な操作、
情報収集に関する記述が主にみられた。

高学年：整理・分析やまとめに関する記述が主に見られた。

「情報の時間」において、情報手段の基本的な操作を身に付けつ
つ、学年が進行すると情報収集や整理・分析といった活用する力
に進展している。

児童への効果の具体

24



情報手段の基本的な操

作
問題解決の基礎 情報の科学的な理解

情報社会に参画する態

度

小4（R5.12） 5.20 5.46 4.83 6.31
小5（R6.12） 5.80 5.99 5.79 6.37

4.60

4.80

5.00

5.20

5.40

5.60

5.80

6.00

6.20

6.40

6.60

R6年度５年生(n=116） ４年時との比較

小4（R5.12） 小5（R6.12）

児童によるチェックリストを使った
情報活用能力に関する評価

◆情報活用能力に関わる45項目の質問を設定し、７件法による調査を行った。選択肢は非常にできる（７点）、かなりできる（６点）、ややできる（５
点）、どちらともいえない（４点）、あまりできない（３点）、ほとんどできない(２点）、全くできない（１点）とし、各回答の平均値をまとめた。

◆項目の1-10は情報手段の基本的な操作、11-33は問題解決の基礎、34-40は情報社会に参画する態度、41-45は情報の技術に関するもの
である。 25



出川小

愛知
（公立）

全国
（公立）

愛知
（公立）

全国
（公立）

Q 5年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を活用することで自分の
ペースで理解しながら学習を進めることができる。

Q 5年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することで自分の考
えや意見を分かりやすく伝えることができる。

全国学力・学習状況調査での比較①

出川小
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出川小

愛知
（公立）

全国
（公立）

愛知
（公立）

全国
（公立）

Q 5年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することで友達と協
力しながら学習を進めることができる。

全国学力・学習状況調査での比較②

出川小

Q 5年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を活用することで友達と
考えを共有したり比べたりしやすくなる。

27



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国（公立）R4

全国（公立）R6

出川小R4

出川小R6

1.発表していた 2.どちらかといえば、発表していた 3.どちらかといえば、発表していなかった

4.発表していなかった 5.考えを発表する機会はなかった

Q ５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝
わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。

Q ５年生までに受けた授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考え
をまとめる活動を行っていましたか。

全国学力・学習状況調査での比較③

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国（公立）R4

全国（公立）R6

出川小R4

出川小R6

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない
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教員を対象に調査

Q「情報の時間があることで、他教科や総合の時間等での児童
生徒の学習の様子にどのような変化があるか」

・情報収集、整理・分析・表現のサイクルを意識した学び方が身に
付いている。これにより課題に対して自分の行っていることに自
信をもって取り組める児童が増えてきたという意見も確認できた。

・PC の操作スキルが向上した。これにより各教科の指導が非常
に円滑になったとする意見も確認できた。

「情報の時間」において、情報収集や整理・分析・表現といった学
び方が身に付いている。また、情報手段の基本的な操作を身に付
けることで、各教科の指導が円滑になった。

教員の実感

29



「情報の時間」の学びは、各教科
の学びによい影響があると感じて
いる。

よく当てはまる やや当てはまる
あまり当てはまらない まったく当てはまらない

全ての教師が「情報の時間」での学びが各
教科の学びによい影響を与えていると感じ
ている。

28.6%

71.4%

よく当てはまる やや当てはまる

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

「情報の時間」に取り組むことで、各教科の
授業時数を短くできそうだと考えている教師
が9割近くいる。

「情報の時間」に取り組むことで、
各教科の授業時間数は短く（短
縮）できそうな感じがしますか。

46.4%

42.9%

10.7%

教師アンケートより
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これまで学んできた〈登場人物の心情〉や〈場面・因果関係〉の読み取り
に加え、「情報の時間」で培った〈要点抽出〉〈情報整理〉〈伝える力〉を生
かし、情報機器も活用しながら内容を整理・分析できるようになったことで、
6時間かかる単元「海の命」を5時間で完了。授業がスムーズに進み、最
終時間（第６時）には「命」や「生き方」について〈探究的に深める課題〉に
取り組むことができた。

国語（6年生）：「海の命」
単元の流れ

パフォーマンス課題レポート

第6時に探究的な課題を追加

情報活用能力の定着により単元短縮につながった例
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「情報の時間」を通して児童が「考えを整理し、共有し、振り返る」学び方を身につけ、クラウド
を活用した主体的・対話的な授業が定着している。こうした学びの広がりにより、教員の指導
も変化し、校務効率化とともに結果として令和6年度の職員在校時間は、平成30年度
（GIGAスクール構想以前）に比べて１時間６分、令和3年度（情報の時間が始まる以前）に
比べて４６分短縮された。

教員の在校時間の短縮

R6年度 平均時間外在校等時間
１時間４５分

R３年度 平均時間外在校等時間
２時間３１分

H３０年度 平均時間外在校等時間
２時間５１分

H30～R6年度 各月の全教員平均時間外在校等時間の変化

32



（成果）
・「情報の時間」は、操作スキルを向上させるのはもちろん、そこで培った情報活用
能力が探究的なプロセスにも活かされ、学びの質が向上した。

・これは「情報の時間」以外の各教科、総合的な学習の時間でも活かされており、
自ら学びを進めていくことにもつながっている。

・「情報の時間」に取り組むことで各教科の指導が円滑になったり、授業時間数を
短縮できると教員は感じている。

（課題）
・教員がより実践に取り組んでいける環境を各学校で整えていく必要がある。
・児童生徒の学習状況の把握や、適切に指導・支援する方法についての研修が必

要である。
・更に実践を広げ、再現性のある教育課程の編成に役立てたい。

4 研究開発の現状の成果と課題
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・情報活用能力の育成にあたっては、小学校段階において系統性の
あるまとまった時間のなかで、単なる操作スキルにとどまらず、問題
解決の基礎（探究のプロセス）、情報の技術、情報モラル等を一体
的に学んでいくことが効果的であると考えます。

・また、情報活用能力が「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」
「まとめ・表現」という探究のプロセスにおいて有効に働きます。これ
は「情報の時間」の中での学習活動にとどまらず、各教科や総合的
な学習の時間においても相乗効果を与えるものと考えます。

・次期学習指導要領において情報活用能力の育成を充実する際に
は、これらの視点を踏まえて、教育課程上適切に位置づけられること
を期待します。

5 研究開発学校での取組を踏まえて
次期学習指導要領に期待すること
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